
英語の中でも特に実用的な、 Listening力と Speaking

力、 PCに関する知識 （情報処理の仕組みや PCの性能

など） ・プログラミング能力 、留学生など 外国人との

交流機会（できれば海外での経験）、 LaTeXでのレ

ポート作成や PPT資料作りの練習・効率化 、将来自分

が心から携わりたい研究分野や仕事を絞るための 調査

や経験、筋トレ・体力向上のための ランニング 。

[物理系・ M2]

語学力と言語力 （必要最低限の言葉で伝えたいことを

誤解なく伝えるスキル）、文献管理ソフトや各種

ショートカットなど、 研究以外の時間を減らすツール

の存在を知っておくこと（とにかく時間がないので ）。

[化学系・ M1]

文章をまとめる力。伝わりやすい日本語の書き方 。

[電気系・ M1]

プログラミングや IT能力。

[建築系・ M1]

※ 文中のMは修士課程、 Dは博士課程の意（例： M1＝修士1回生）

卒論・大学院進学に向けて
今、できること・・・

そんな悩みや疑問を抱える学部生の皆さんへ、

工学研究科大学院の先輩からのメッセージを3回に渡ってお届けします。

院生の皆さんの声のなかにきっとヒントがあるはず。
ぜひ耳を傾けてみてください。

レポートや論文の書き方がいまいちわからない。

1. 学生生活編 2. レポート・論文編 3. プレゼン編

大学院って、どんなところ？

語学力。

[地球系・ M2]

英語力を高めることをしておけばよかったと考えま

す。研究室では英語論文を読むことが日常であるほ

か、外国の先生や先輩方と英語でディスカッションす

る機会もあるため、読む、話す、聞くというオールマ

イティな英語力が求められます。

[化学系・ M1]

英語力とプログラミング能力 があれば良かったなと思

います。先行研究を読んで知識を取り込み、自分の成

果を論文や学会発表という形で発信するという一連の

流れの中で、英語をかなりの頻度で使用します。ま

た、プログラミングの基礎的な素養があれば、シミュ

レーションを回したり、データ解析を自動化したり

と、研究がもっとスムーズに進んだ場面が多くあった

なと思います。

[電気系・ D1]

海外での経験。レポート・論文の書き方 。物理の基礎

となる数学の 諸概念についての理解。

[物理系・ M2]

院に進学するまでに、専攻の知識の習得の他にもっと勉強しておけば

よかったこと、身につけておけば良かったスキルなどはありますか？

質問
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発 行： 桂図書館｜工学北・工学南図書室

  090stosho@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

発行日： 2022年11月1日 更新日：2026年3月16日

本誌は、桂図書館｜工学図書室ウェブサイト
「工学部生リテラシーとは？」ページからも
ご覧いただけます。
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https://www.t.kyoto-u.ac.jp/lib/ja/support/tips/literacy/index.html


SNSも
活用してるよ！

2

①学生生活編

大学院生にとって一番重要なことは、 先輩や先生の論

文の書き方や情報収集の方法を真似する ことだと思

う。

[地球系・ M2]

研究は時間的な終わりがない 、時間の使い方が大事に

なる。

[電気系・ M1]

自分次第なことが多くなった と感じます。研究だけで

なく、授業、就活と様々なタスクをこなす必要があり

ますが、何をどのくらい行うかは自分で調整でき、何

事も自分のペースで行うことができます。一方、ある

程度の成果や進歩を生むことができるかどうかも、自

分の頑張り次第であると感じます。

[化学系・ M1]

授業を受けるだけでなく、 研究という長い活動 が始ま

る。短期的な目標と長期的な目標の両方を立てること

が大切であると感じた。

[建築系・ M1]

学部生時代と比べて、院生生活の方が時間のゆとりが

少なく、 まとまった時間を作りにくい 点が、私にとっ

ては一番大きいです（研究に加えて講義、さらには就

職活動もあって、常に何かに追われています ...）。

[電気系・ D1]

時間の使い方や予定管理能力がより重要になる（いか

に生活の中でメリハリをつけられるか、時間を創出で

きるか等）。

[物理系・ M2]

日々の研究に加え、研究会・学会などでの資料作成・

発表機会を複数回こなすための 十分な体力と精神力が

求められる。

[物理系・ M2]

意欲的に研究と向き合い日々進捗を生むためには、自

分の中での思考や取り組みを十分整理し、それらを先

生など周囲へ発信してフィードバックをもらう必要 が

ある。

[物理系・ M2]

所属する研究室の一員として、 研究室の活動を維持・

向上させるために、先輩後輩と協力・分担しながら諸

業務を行うことになる。

[物理系・ M2]

無限に勉強できます 。

[化学系・ M1]

研究活動においては誰かから指示が与えられることは

ないので、自ら論文を読み、必要な勉強をし、研究

テーマを模索しなければならない。学部生時代より

主体性が求められる。

[物理系・ M2] 

研究の勉強のためにQiitaというサイトを見ることが

最近よくあります。

https://qiita.com

[化学系・ M1]

日経クロステック 。

[建築系・ M1]

Google Scholarや各論文誌のHP、専門性の高い

ニュースサイト から情報収集しています。 Google 

Scholarでは、お気に入りの研究者が論文を投稿した

ら通知が来るように設定しています。

[電気系・ D1]

近い分野の研究者のツイッター（現： X） はフォロー

してそこから情報を得ている。

[物理系・ M2]

Twitter（現： X）で論文雑誌のアカウント （僕は化学

系なので JACSやNatureおよびその姉妹誌）をフォ

ローしています。最近は Twitterさんも親切になってき

て、自分がよく見るトピックの Tweetをピックアップ

してくれるので、気になった Tweetについては論文や

研究室ページまでさかのぼって調べています。

[化学系・ M1]

院生生活において、学部生時代と異なる点は？
質問
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院生生活や研究活動の情報収集として、よく見ている

SNSのアカウントやWebサイトはありますか？

質問
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https://qiita.com/


■京大生向けの英会話クラス「QUEST」

概要 • 学外の英会話学校が京大生向けに開講する英語レッスン

• 通常価格よりも低額の費用負担で受講が可能

対象 • 工学研究科大学院生

• 工学部2～4回生

• 情報学研究科大学院生

• 理学研究科卓越大学院プログラム参加者

受付 毎年4月・9月（事前の説明会・体験会があります）

問い合わせ 工学基盤教育研究センター（ERセンター） QUEST事務局

quest@t.kyoto-u.ac.jp

工学研究科附属工学基盤教育研究センター（ERセンター）では、
皆さんの英語学習をサポートするため、さまざまな取り組みを実施しています。
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①学生生活編

他の大学や国の人が書いた卒業論文から情報を収集す

る。

[地球系・ M2]

先生方や同じ分野の先輩とコミュニケーションをとる

機会を多く持っておく。

[電気系・ M1]

就活の情報収集にツイッター（現： X） を用いていま

す。知り合いの学生と大学などで出会ったら専攻分野

に関わらずその都度情報交換をする。

[物理系・ M2]

研究室メンバーとのディスカッション を通して最近の

他機関の報告を知ることが多いです。

[電気系・ D1]

先輩方と意見交換する。

[建築系・ M1]

一見別領域に思える他人の研究でも、何らかの気づき

を得ようとする スタンスで臨み、役立ちそうな内容は

メモを取り、自分の研究と少しでも接点がある場合は

すぐに交流し知識を深める ようにしている。

[物理系・ M2]

情報収集のコツではないかもしれないし、英語が苦手

な僕の感想ですが、 第一言語（僕なら日本語）の総説

があるなら、それを優先的に読む ようにしています。

もちろん自分の研究にかなり近いものなら最先端の英

語の論文を読むべきと思いますが、第一言語のものの

方が圧倒的に早いし、きちんと読み切れるので。

[化学系・ M1]

■ 図書貸し出しサービス

対象 工学部・工学研究科に所属する学生

場所 工学基盤教育研究センター（ERセンター）

桂キャンパスBクラスター事務管理棟2階

教材 英語学習教材, 日本語学習教材，共通型授業科目参考文献

図書貸し出し

QUEST

そのほか、自分なりの情報収集のコツがありましたら教えてください！
質問
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工学研究科における英語学習支援Tips

http://www.erc.t.kyoto-u.ac.jp/quest
https://www.erc.t.kyoto-u.ac.jp/book_lending


Book Guide
大学生活を送るにあたって参考になる図書を選びました。
生活で、学習で、ぜひ参考にしてください。

大学生の学びと成長
知識・他者・自分との関係から人生をつくる

リサーチのはじめかた
「きみの問い」を見つけ、育て、伝える方法

河井亨
ナカニシヤ出版 , 2025.3

所蔵館：工南、附図、吉田南

トーマ ス・ S・ マラニー , クリストファー ・ レア
筑摩書房 , 2023.8

所蔵館：工北、附図、吉田南 ほか

あなたは大学で何をどう学ぶか
一生モノの研究テーマを見つける実践マニュアル

英語組み立て図鑑
あてはめるだけで英語が止まらない !

西山聖久
化学同人 , 2023.12

所蔵館：工南、附図、吉田南、農

中山裕木子
SBクリエイティブ , 2025.1

所蔵館：吉田南

大学図書館司書が教える AI時代の
調べ方の教科書

理系のための読解術入門
文の構造から ,論理展開,批判的読み方まで

中崎倫子
中央経済グループパブリッシング , 2024.8

所蔵館：附図

西出利一
化学同人 , 2024.12

所蔵館：桂、附図、吉田南、情報学

データサイエンスの基本
この 1冊ですべてわかる

Factfulness
10の思い込みを乗り越え、データを基に世界を
正しく見る習慣

滋賀大学データサイエンス学部
日本実業出版社 , 2024.9

所蔵館：工北、附図、法

ハンス・ロスリング , オーラ・ロスリング , 
アンナ・ロスリング・ロンランド
日経BPマーケティング , 2019.1

所蔵館：桂、附図、吉田南 ほか

信頼できる AIへのアプローチ
AI活用で踏まえておきたい 9つのチェックポイント

現代社会と情報システム

Beena Ammanath
共立出版 , 2023.10

所蔵館：工北、附図、情報学、農

室蘭工業大学現代情報学研究会
朝倉書店 , 2025.9 （第 2版）

所蔵館：桂、附図
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QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

先輩からの
おすすめ図書

桂図書館スタッフでもある工学研究科の大学院生が推す、
「桂図書館おすすめ図書」を （#KatsuraLibBooks）で定期的に発信中！

MyKULINEを使えば、
他キャンパスから
図書を取り寄せたり、
予約を入れたりできるよ。

予約・取寄せ
在架予約

マイクライン

https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08800613
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08735920
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08746448
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08807701
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08769376
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB06801433
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08742893
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08808750
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08769318
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08781135
https://x.com/kukatsuralib
https://www.t.kyoto-u.ac.jp/lib/ja/guide/reserve
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